
公共図書館 と の連携 に よ る 「 ビ ブ リ オ ト ー ク 」 の実践

は じめに

笹 倉 剛

　兵庫県K市では、数年前より読書活動推進のために、全市をあげて読書活動

推進に取り組んでいる。今回の ビブ リ オ ト ー ク の実践は、 K市の 4 中学校で

「 ビ ブ  リ オ ト ー ク 」を通して生徒の読書活動を推進するというものである。

中学 1 年生を対象に、最初に読書の意義や大切さ を解説し、2 冊の本をビ ブ リ オ

ト ー ク で紹介した後、各中学校ともに 4 ,5 名の生徒が読んだ本の感想を ビブ リ

オ ト ー ク という形式で発表を行った。時期的に コ ロ ナ禍の こともあり、研修会

場は体育館や武道場などの広い場所を利用して実施した。

事前に各中学校の国語担当の 先生には、笹倉が執筆した ビ ブ リ  オ ト ー ク の本

を配布し、 ビ ブ リ  オ ト ー ク とは何かを理解し、生徒に指導していただいた。

今回の取り組みは教育委員会、図書館、学校が連携し、取り組んでいると こ

ろに大きな意義がある。あらかじめ教育課程の年間計画として位置づけ、 この

ような事業を計画し実践していく ことで、実り多い研修になると思われる。

1 ビブ リ オ  トーク 実践の概要（各中学校）

各中学校での実践は、下記のような流れで行った。
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① 子ども時代の読書の意義や大切さをパワ ー ポ イ  ン ト で解説 （笹倉） ： 20分

（要旨） ： 感受性が豊かなヤ ン グア ダル ト 世代 （中 • 高校生） こそ、 読書

から得られる考え方や情報が、今後の 自 分探しの旅や生きがいに大きく

つながっていく 。  そういう意味では、 ヤ  ン グアダル ト 時期に出会って

ほしい本がたくさんあることに気付いてほしい。 何気なく読んだ本が、 

人 生の中で決断を迫られた時や困ったときなどに大きな力となるこ と を

知るべきだということ。 読書とは「ためになる」というものではなく、

「楽しみ」がキ ー ワ ー ドとなるように考えるべきである。

② 2 冊の本を ビ ブリオ ト ー ク で紹介 （笹倉） ： 10分

③ 4 , 5名の中学生の代表が ビブリオ ト ー ク ： 15分

④ 会場の各テ ー ブルに中学生へのお 薦めの本を展示し、各自が借りたい本

を選び、 市立図書館が貸し出しを行う ： 20分 （※笹倉のお薦めの本 ： 100

冊、 市立図書館のお薦めの本 ： 多数）

⑤ 教室に帰り、 本 日 の感想を書く ： 15分

2 読書の意義や大切さを解説 （笹倉がバワ ー ポ イ ン ト で生徒に説明）

① 「本があなたの人生を変え るかもしれない」

感性が豊かなときにこそ、 本から受ける影響は図り知れない。 世の中で

成功してきた 人の多くは、 本から偉大な影響を受けていると言える。 し

かし、 日常生活の中で直接に偉大な人から影響を受けることは難しい。

しかし、 本であれば「いつでも」「どこでも」「手軽に」そのような世界

へと入っていき、 素晴らしい体験ができるのである。

② 本が「好き」「嫌い」の調査

各中学校で、 どちらかと言えば本が「好き」「嫌い」について挙手で調べ
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る。

「好き」と答えた 生徒は、 だいたい 3 分の 1程度であったが、 ある中

学校では 7 割程度の生徒が「好き」と挙手した。 （※この中学校は、 昼休

みに学校図書館に多くの生徒が訪れるという実態があった。）

③ 読書がもたらすものとは何か

本は私たちの生活に何をもたらすのか。 人との出会いが人間 を変えてい

くことが多いが、 そのモデルが読書である。 読書は、 過去の偉人や出来

事など、 また国や時代を超えて世界中の人との出会 いが可能となる。 青

春時代は短く、 無駄にしている時間 などない、 ということに気付くべき。

④ 感性が豊かなときに、 出会い （出合い） たいもの

感性が豊かであるほど、 心に与える感動や影響は大きい。 この感性が豊

かな時代をヤ ン グアダル ト 世代 （中 ・ 高校生） という。 しかし、 その年

代で出会ってほしいことや本が、 通り過 ぎていくことが多い。 本との出

会いや人との出会いは、 人生を変えたり生涯の仕事を見出したりするこ

ともある。

⑤ 読みたい本に出会える場とは

友達から聞いて読む場合。 図書館や書店で探して読む場合。 話題になっ 

ている本を読む場合。 映画やアニ メ などで上映された本を読む場合。 教

科書などで掲載された作家の本を読む場合。 推薦図書として掲載された

本を読む場合。 など

⑥ 味見読書とは（味見読書の推薦 ！ ）

自分が読んでみようと思う本を最初から 5 分ほど読んでみる。 これが

「味見読書」である。 料理と一緒で、 その本の最初を読み、 読みたい本か

どうか （おいしいかどうか） 味見してみる。 それで気に入ったら読んで

みる。 （※作家は最初の数ペ ー ジは、 全身全霊をかけて害いているから。）

⑦ ビ ブリオ ト ー ク とは
• 一人または数人で本を紹介する方法。

• 本を紹介するときは作家に敬意を払う。
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• 発表時間 は 3 分から 5 分で実施。

• 本の紹介は、 著者、 あらす じ、 おすすめの ポ イ ン ト など （※どうして

その本を選んだかも付け加えるとよい。） など。

⑧ 物語の終わり方

物語 （ フ ィ ク シ ョ ン） の終わり方には、 次のように3種類ある。

・ ク ロ ー ズ ド エ ン ド 型 ・ · • お話が問題なく閉 じているような読み物。

昔話のように「～しあわせになったとさ。」のように完結している読み

物。

・ セ ミ オ ー プ ン エ ン ド 型 ・ ・ • お話が終わっているが、 何となくまだ続

いているような感 じがするような読み物。

• オ ー プ ン エ ン ド 型 ・ ・ • お話が途中で終わっていて、 完結していない

読み物。

ヤ ン グア ダル ト 世代は、 オ ー プ ン エ ン ド型の本に挑戦することの意義

について説明。 日常生活でも大人になっていくにしたがって、 自分自

身で考え、 解決していくことが増えていくことから、 オ ー プ ン エ ン ド

型の本は常にそのようなことを考えさせてくれるきっかけを与えてく

れる。

3 ビブ リ オ  ト ー ク  での本の紹介事例

ビ ブリオ ト ー ク の研修 日 は コ ロ ナ禍のこともあり、 体育館や武道場などの 広

い会場を利用して実施した。 中学1年生が対象であった が、 どの会場で も私語

などはまったくなく、 熱心に聞き入る様子が印象に残っている。 生徒の発表で

も、 特に友達の発表ということもあり、 どの生徒も目 を輝かせて聞いていた。 

生徒は ビ ブリオ ト ー ク という言葉を事前に学習していたので、 案外ス ム ー ズ

に進めることができた。

① k市立A中学校

＜笹倉の ビ ブリオ ト ー ク ＞  2冊紹介

・ 「 君たちはどう生きるか」吉野源三郎 作、 マ ガ ジ ンハ ウ ス
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・ 『種 を ま く 人』 ポ ー ル ・ フ ラ イ シ ュ マ ン 作、 あ す な ろ 書房
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※ 『君 た ち は ど う 生 き る か」 は80年ほ ど前に書かれて本で あ る が、 ベ ス ト セ ラ ー

に な り 話題に な っ た本で あ る 。 青春期 を悩み な が ら 生 き た主人公の考えや行

い か ら 、 学びた い こ と が ち り ば め ら れて い る 。 『種 を ま く 人』 は あ ま り 知 ら

れて い な い本で あ る が、 中学生の推薦課題図書に な っ た本で あ る 。 ア メ リ カ

の治安の悪い地域で、 荒れ地に花や野菜を植え る 人が少 し ずつ増えて き て、

地域が変わ っ て い く 様子を フ ィ ク シ ョ ン と し て綴 っ て い る 。 ほ の ぼの と し た

人々 の生 き 方か ら素直に 感 じ ら れ る も の があ り 、 読書が苦手な生徒で も読み

やすい本で あ る 。

く 生 徒のビ ブ リ オ ト ーク ＞ 5 人 が発表

・ 『獣の奏者』 上橋菜穂子 作、 講談社

・ 『幽霊屋敷の ア イ ツ 』 川口雅幸 作、 ア ル フ ァ ポ リ ス

・ 『子子家庭 は大当 た り ！ 』 赤川次郎 作、 新潮社

・ 『ど こ よ り も 遠 い場所 に い る 君へJ 阿部暁子 作、 集英社

・ 『推 し、 燃ゆ』 宇佐美 り ん 作、 河出書房新社

② k市立 B 中学校

＜ 笹倉の ビブ リ オ ト ー ク ＞ 2 冊紹介

・ 『博士の愛 し た数式』 小川洋子 作、 新潮社
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・ 『老人 と 海」 ヘ ミ  ン グ ウ エ イ  作、 新潮社
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※ 『博士の愛 し た数式」 は映画に も な り 、  よ く 知 ら れ た 本で あ る が、 原作 を

読ん で い な  い生徒が多か っ た 。 博士の記憶が認知症の た め に どん どん薄れ

て い く 現実に対 し て、 ど う  な っ て い く の か と い う 不安の気持 ち  が物語を 引 き

付けて い る 。  こ う い う 本は原作を読む こ  と と 、 映画 を見 る こ と と の 違 い を

知 る  こと も 楽 し み で あ る 。  『老人 と 海』 は ヘ  ミ ン グ ウ  エ イ  の 著名 な作品で

あ る が、老人が大 き な カ  ジ キ を釣 り  上げて、 そ れ を港ま で命か ら が  ら船で

引 っ 張 っ て い く 姿に老人の執念の よ  う な も の を感 じ る  こ と がで き る 。 我慢

強 く 何事に も負 け な い と  い う 意味で は、 今の中学生 に は 内容的に読んで ほ

し  い本で は あ る が、 ま っ た く 知 ら な  い生徒が多か っ た。 そ れ だ け に 、 ビブ 

リ オ  ト ー ク で の話に興味を も っ て聞 い て い た 。  何人か の生徒が興味を示 し 、  

借 り  て い  っ た 生徒も い た。

＜ 生 徒のビブ リオ ト ーク ＞ 4 人 が発表

・ 『 なぜぼ く  ら は働 く  の か』 佳奈 作、 池上彰監修、 学研 プ ラ ス

・ 『死体ばん ざ い 』  星新ー 作、 理論社

・ 『宝島』 R.L． ス テ ィ  ー ブ ン ソ  ン 作、 岩波書店

・ 『むか し むか し あ  る と  こ ろ に 死体が あ り  ま し た』 青柳 碧人 作、 双葉
社

③ k市 C 中学校

＜笹倉の ビブ リ オ ト ー ク ＞  2 冊

・ 『星の王子 さ ま 』 サ ン ＝ テ グ ジ ュ ペ リ 作、 新潮社
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・ 『世界が も し 100人の村だ っ た ら 」 池田香代子 作、 マ ガ ジ ン ハ ウ ス

※世界で聖書の次に た く さ ん売 れ た 本 と し て も 知 ら れて い る 『星の王子 さ ま 』

を紹介 し た。 小 さ な星か ら来た王子 さ ま が地球 に不時着 し 、 様々 な 出来事を

起 こ し て い く お話。 中学生 く ら い の年齢に読ん で ほ し い本 と し て 、 今の時代

で も 価値あ る本だ と 思 わ れ る 。 次に 『世界が も し 100人の村 だ っ た ら 』 の本

は ベ ス ト セ ラ ー に も な っ た 本で あ る が、 世界 の人口 を100人 と す る こ と で、

人口 問題や環境問題な ど の い ろ い ろ な 問題がわか り や す く 、 中学生 と し て考

え る べ き 課題 も 多 く 含 ま れ て い る 。

く 生徒の ビブ リ  オ ト ー ク ＞  5 人が発表

・ 『常識な の に ！ 大人 も 実 は知 ら な い小学校社会科の ギ モ ン」 村瀬哲史 作、

宝島社

• 『D坂 の殺人事件』 江戸川乱歩 作、 角 川書店

・ 『 シ ー ラ と い う 子」 ト リ イ • L、 ヘ イ デ ン 作、 早川書房

・ 『 ロ ッ ク と マ ッ ク 」 な り ゆ き わか こ 作、 KADOKAWA

・ 『あ の夏が飽和す る。』 カ ン ザキ イ オ リ 作、 河出書房新社

④ k市立 D  中学校

＜ 笹倉の ビブ リ  オ ト ー ク ＞  2 冊

・ 『モ モ』 ミ ヒ ャ エ ル ・ エ ン デ 作、 岩波書店

・ 『伝記 世界を変え た人々 2 キ ン グ牧師J ヴ ァ レ リ ー ・ シ ュ ロ ー デ ド 作、

偕成社
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※ 『 モ モ』 は知 っ て い る 生徒 も 少 し あ り 、 ス ト ー リ ー を紹介 し て い く と 、 す ご

＜ 輿味 を示す生徒 が い て、 そ の本を借 り て い く 生徒 も い た。 町の人々 がい つ

の 間 に か、 時間泥棒 に 時間を奪われて、 そ の 時間を取 り 返 そ う と モ モ が奮闘

す る お話で あ る 。 『キ ン グ牧師』 の 「私 に は夢が あ る 」 (I am a dream.) と

い う こ と ば は と て も 有名で あ る 。 ア メ リ カ での 黒人人種差別 に対 し て、 勇敢

に も徹底的 に戦 っ た一人の牧師の伝記で あ る が、 彼 は そ の 途上で銃弾に倒れ

た。 そ の後、 彼の運動が引 き 継がれ、 やがて黒人差別解消の糸口 に な っ て い っ

た。 あ ま り 生徒は伝記 と い う も の を読んで い な か っ た の で、 こ の よ う な ノ ン

フ ィ ク シ ョ ン の ジ ャ ン ルの 本を入れて み る の も 読書の幅を広げて い く き っ か

け作 り に な る と 考え ら れ る 。
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＜生徒の ビブ リ オ ト ー ク  ＞ 5 人が発表

・ 『 あ の 花が咲 く 丘で、 君 と ま た 出会え た ら 。」 汐見夏衛 作、 ス タ ー ツ 出版

文庫

• 『 5 分で読め る 驚愕の ラ ス ト の物語』 ジ ャ ン プ ノ ベ ル編集部 作、 集英社

・ 『西の魔女が死ん だJ 梨木香歩 作、 新潮社

・ 『ル ビ ン の 壺が割れ た」 宿野か ほ る 作、 新潮社

・ 『ぼ く ら の先生 ！ 』 は や み ね か お る 作、 講談社

4 生徒の感想か ら

① 生徒の ビブ リ オ ト ー ク の 感想

次に紹介す る の は ビブ リ オ ト ー ク に 参加 し た生徒の感想で あ る 。

・ ビブ リ オ ト ー ク を終え て思 っ た こ と は、 本 と い う の は人生 を大 き く 変化 さ せ
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られる魔法のようなものだと思いました。 なぜかというと、 私は前まではゲー

ム や テ レ ビばっかりで、 本はあまり読まない人間 でした。 そんな時に、 テ レ

ビを見ていた ら本の紹介がされていて、 それは「 子ども六法」という本でし

た。 その内容は、 い じめをした人は、 本当はどのような刑罰になるかという

もので、 私はこういう社会的な本が好きなので、 そういう本を読んで調べて

みた いと思っています。 (H.M)

• 笹倉先生のお話を聞いて、 いろいろな種類の本を読んでみたいと思いました。

特に、「 博士の愛した数式」を読んでみた いと思いました。 ビ プリオ ト ー ク

を聞くと、 本当に読んでみたいと思ったので、 ビブリオ ト ー ク はす ごいなと

思いました。 簡単な小説からどんどん読んでいきたいと思います。 (Y.Y)

•今 日、 笹倉先生に教えていただいて、 私は本を読むことがあまり好きでない

けど、 読んでみようと思いました。 偉大な人や数 々 の成功を収めてきた人の

ほとんどが、 本をたくさん読んでいるということを知ってびっくりしました。

本はいろいろな ジ ャ ンルがあって、 たとえ同 じ ジ ャ ンルでも少し内容が違う

から面白いと思うので、 この機会に本を読んでいきたいと思いました。 今 日

の ビ ブリオ ト ー ク の時間 で本についてたくさん知ることができました。 あり

がとう ございました。 (H.T)

• いろいろなことを教えてくださってありがとう ございました。 本の紹介の最

後に、「読んでみてください」を言わないほうがよいのを初めて知 り ました。

本の紹介の時にも、 ある程度のル ールがあるのでそれらを守って本の紹介を

していきたいです。 いろいろな本があって、 それを選ぶのも楽しかったです。

あまり本が好きでないけど、今回でち ょ っと好きになりました。 (A.I)

・ 話 を聞いて思ったことは、 し ゃ べりきれないほどたくさんの本があって、 た

くさんの世界観があるのを知りました。 私だって、 好きな本はたくさんある

し、 本は好きだけど、 けれど内容やあらす じまでも覚えていないし、 他の知

らない本を紹介してもらえてうれしかったです。 また、「 世界の美しさをひ

とつでも多く見つけたい」という本を借りたけれど、 題名だけで何が書いて

あるかわからないから、 本の中の魅力を見つければ見つけるほど新しい発見
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があると思うので探してみます。 た くさんの話を聞けて楽しかったです。

(s.s) 

•今 日 の ビ ブリオ ト ー ク では、 たくさんの話を聞いたのですが、 教授が紹介し

てくださった「 老人と海」という本は、 カ ジ キと老人の本で、 老人が疲れて

いるのにカ ジ キ をつりあげるまでねばったところが意思の強い人だと思いま

した。 この本を読みたいと思いました。 (H.U)

•最初に笹倉先生から、「あなたたちの大切な時間 を使わせていただいてあり

がとう。」みたいな ことを言われたが、 それは僕た ち が思っていた ことです。

いろいろな本の魅力や特徴 • あらす じなどを細かく説明していただきありが

とうございます。 ビブリオ ト ー ク をしているときの紹介には出てこなかった

本だけど、 後で本を選ぶときに先生が「 モモ」を手に取ると、 あらす じを教

えてくれて読む気になりました。 普段あまり本に関心はなかったけど、 教え

ていただきありがとうございました。 あの場所にある本のすべての特徴を知っ

ていて、 す ごいと尊敬しました。 (H.T)

・ 私は ミ  ス テリーや恋愛系、 感動系の話が好きです。 でも、 漫画やアニ メ も

すきだけど、 小説はほとんど絵がないので、 好きでも嫌いでもないです。 で

も、本の魅力を笹倉先生が教えてくださって、 少し小説を読んでみたいと思

いました。 図書部の子が紹介してくれた本も面白いものがありました。 

あやかさんが紹介してくれた「 死体ばんざい」と、 な ごみさんの「 むかしむ

かしあるところに死体がありました」が気になりました。 これからたくさん

本を読んでみたいです。 (H.H)

・ 講師の方がす ごくわかりやすくて、 いろいろな本に出合うなら今で、 たくさ

んの本に出合いたいと思いました。 私は「 博士の愛した数式」を借りました。

理由は、 過去にこの本は面白いと聞いていて、 講師の方の ビブリオ ト ー ク で、

映画化もされ、 あらす じも興味を持ったので、 そこに惹かれて読んでみたい

と思いました。 図書部の ビブリオ ト ー ク もとてもよかったし、 知っている本

も知らない本もとても読んでみたいなと思いました。 私も人を引き付けられ

る ビ ブリオ ト ー ク をしたいと思いました。 (Y.F)
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・私は今 日の ビ プ リ オ ト ー クを 聞いて、 今までは本を よく読む方で好きだった

けど、 今まで以上に本に興味がわき、 本を 好きになりました。そ して5人発

表してくれた中で、 一番気になったのはTさんが発表した本です。 戦争とい

う ワ ー ドで 戸惑いもした けど、 とても読みたいと思うようになりました。そ

の本を 見つ けて手に取って読みたいです。（無記名）

・ ビ プ リ オ ト ー クを してくれた人がとても伝え方が上手くて、 私も本が 読みた

くなりました。 最初、 後ろに本がたくさんあって、 見に行けるかなとわくわ

くしていました。 私は 「獣の奏 者」という小学 6 年生の時の担任の先生に 薦

めてもらった本を 選びました。 小学校の 時には読 めていなかったので、 じっ

くり読みたいです。 この ビブ リ オ ト ー クでいろい ろな本が知れたので面白かっ

たです。 機会があれば、 図書館に行って本を 読みたいです。（無 記名）

• 私はこの ビプ リ オ  ト ー クを 通して、 すごく心に残りました。 理 由はみんなす

ごくいい本を 紹介していて、 私は本があまり好きでない けど、 読んでみたい

なあ ーと思ったからです。 理 由は、 私は映画とかだったら 感動系も好きな方

なので、 Tさんの ス ビ ー チを 聞いてとても 感動できそうだからと思ったから、

読んでみたいと思いました。（無記名）

• 今  日は笹倉先生や 、 同 じ仲間に数 々 の本を 紹介していただき、その一冊一

冊の魅力が伝わってきて、 とても話の続きが気になりました。 私も、 最初こ

の会が始まるときは、 すごく緊張していましたが、 皆さんの ビ プ  リ オ ト ー ク

にひかれて、 私も自分 が紹介する本の魅力を 伝えたいと思いました。 結果、 

ビブ リ  オ ト ー クで セ リ  フが飛んでしまったと こ ろはあったものの、 楽しみ

ながらみなさんと、 この本の魅力について共有できたかなと思います。 会の

終わりには、 気になる本の貸し出しがあって、 借りた 本以外にも、 心が揺れ

動かされる作品があったので、 これからたくさんの本を 読み、 自分 の世界を 

広げていきたいです。（無記名）

• 笹倉先生に紹介していただいた 「 モ モ」という本は、 自分 も少し読んだこと

があります。 最後まで 読 めていなかった けど、 今 日のあらす じ紹介を 聞いて、

ますます読みたくなりました。そして本というものは、 もしかしたら自分 の
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人生を変えてくれるかもしれない。 だから、 もっといろいろな本に 目を向け

て、 読んでいきたいと思います。 （無記名）

・ 私も最近、 小説が好きになりました。 本は想像が高まるし、 普段知れない言

葉や、 作者の思いを感 じとれるから好きです。 私は最初に表紙や題名を 見て

決めてしまうから、 笹倉先生が教えてくださったように、 5分ほど味見読書

をしてから読みたい本を見つけたいです。 いろいろな本を読んで、 感性を豊

かにしていきたいです。 そして私 自身が人におすすめできるように、 もっと

本を読んでい こうと思います。（無記名）

② 生徒の感想文のまとめ

ビブリオ ト ー ク を実施した生徒の感想から感 じ られる点をいくつか箇条

書きでまとめたい。

・ ビ ブリオ ト ー ク の話を聞いて、 その本を読んでみたいという生徒が出てきた。

• 自 分でも ビブリオ ト ー ク をやってみたいという生徒がいた。

・ ビ ブリオ ト ー ク の研修会に参加して、 中学生時代に本を読むことの意義に気

づき、 本を読んでみようと思った 生徒がいた。

・ ビ ブリオ ト ー ク で紹介した本を実際に借りて読もうと感 じた生徒が何名か

いた 。

• このような ビブリオ ト ー ク の体験が初めてであるから、 本があまり好きでな

い生徒でも読んでみようかなと思わせる機会になったようである。

• 本の紹介の中で、 キ ー ワ ー ドに興味を持ち、 読んでみた いという気持ちになっ 

た 。  （興味関心の分野に注 目している。）

• 学校の先生に薦められて、 本を読んでみようという気持ちになった。

• 本を紹介する楽しみを味わいながら、 さらに他の本への興味を持つ生徒もい

る。

• 読みかけた本をやめていたが、 あらためてあらす じ を聞くことで読み直した 

生徒がある。

• 本の最初の部分だけを読むという味見読書に興味を示す生徒がいた。
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5 ビブ リ オ  ト ーク 研修会の分析 ・ 考察

子どもたちの成長の過程で、 読書がいかに多くの実りをもたらしてくれると

いうことを実感することで、 学校や教師の取り組みが大きく変わってくる。 そ

してそれを児童生徒 自身が自 覚することで、 生涯にわたって読書というものが

大きな喜びであり、 自分の可能性を 広 げていくものとして身についていくと考 

えられる。「一度、 金の鉱脈を見つけた子どもは、 ずっとその金の鉱脈を掘り

続けていく」と言った児童図書館員がいたが、 その通りだと思われる。 そうい

う子ど も た ち になってほしいものであるが、 子どもが読書好きなるには、 子ど

もの周りにいる大人の責任であるとも言われている。 このことから、 学校、 家

庭、 図書館などでの読書環境整備がいかに大切であるかが窺える。

① 組織として取り組むことの重要さ

今回は ビブリオ ト ー ク が市全体の事業、 取り組みとして実践されている。 ク

ラ ス  ごとに熱心な先生が読書活動推進に取り組んでいるケ ー スはよくみられる。

それが学年全体での取り組みであれば、 もっと意義の多いものになるであろう。

ク  ラ ス替えをすれば、 単独ク ラ ス だけの取り組みでは、 さらなる発展はないか

らである。 また、 それ以上に学校全体の取り組みとなれば、 もっと充実した読

書活動の取り組みになっていくことは明らかである。

今回のように、 学校 ごとではなく、 市全体での取り組みは、 学校教育を考え

ていく上でとても重要な意味を持っている。 学校の読書活動支援を教育員会や

公共図書館がバ ッ ク ア ッ  プできるということは、 いろいろ な読書活動の推進へ 

と発展していくからである。 このことは教育委員会や公共図書館が学校教育に

おける読書の意義を十分に理解していると思われるからできるのである。 例え

ば、 NDCの分類一つをとっても市全体で統一して取り組んでいる市もある。

また学校図書館のマ ー ク と公共図書館のマ ー ク を統一し、 OPACの検索が容易

になり、 資料をお互いに貸し借りができる シ ス テ ム を作っている市もある。 さ

らに、 調べ学習や資料の補充として、 学校図書館の不 十分な蔵書を公共図書館

がバ ッ ク ア ッ  プしているところもある。 （※公共図書館から学校図書館への貸
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し出し用として活用されている。）

② 生徒の ビ ブ リ オ ト ー ク の発表から気づく こと（発表者について、生徒が気

いた点）

・ 物語を楽しむための「伏線」の存在に気づく ことで、それが感動につながっ

ていく。

・ 物語の設定の面白 さに気づく

• 最後の結末のすごさを体験しなが ら最後まで読む こ とに読書の楽しみがあ
る。

• 本を読む ことで、その著者がすきになり、あ る教科が大好きな った。

• 本を読んだ感想を家族と共有し、感想を聞いてみる。

• 本を読んで、 その著者のほかの作品にまで興味を持つ ことができた。

• 物語を読む ことで、あらためて人間の弱さ に気づく。

• 本が苦手な人でも読んでいく ことができるような本があ る  ことを知らせ てい

る。

• 本を読みながら文章の表（おもて）の意味や、その裏（うら）の意味ま で考

え る ことで、読み解く力がつくと示唆している。

• 本を読む ことで、動物や人間の命の尊 さを学び、将来、 そのような こ と に貢

献できる仕事に就きたいと考え るようになる。

• 本を読み、障害のある子どもたちの実情などを知る ことで、将来自分が役に

立ちたいと思うようになった。（※社会福祉士）
・ 推理小説を読む楽しさ を順番に解説している。

・ 物語の登場人物のキ ャ ラ ク タ ーに注目する ことで、興味が深ま る。

• 実際読んで、本嫌いな 自分でも この本を好きになった ことを説明し、他の生

徒に読書を薦めている。

3 まとめと今後の課題

今回の ビブ リ オ ト ー ク の実践から次のような課題が考えられる。

・ 集団に対しての ビ ブ リ オ  ト ー クは、生徒の読書意欲を剌激する一定の効果が
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あることは実証できるが、 それをどのように継続し、 読書意欲につなげてい

くかが大きな課題である。 ⇒学校図書館の蔵書では、 生徒の読書意欲を十分

に満たすことはむずかしい。 だから、 公共図書館がどのようにバ ッ ク ア ッ プ

していくかも大きな課題である。

•今回の ビブリオ ト ー ク の実践を各中学校での教育課程に位置付け、 どの学

年でも実施できるようにすると、 さらに充実していくと考えられる。

・ ビ ブリオ ト ー ク の発表資料を ブ ッ  ク  リス ト にし、今後、各生徒が読みたい

本を探す資料としてもよい。 発表資料をまとめて文集のように製本して

扱ってもよいのではないだろうか。

・ 集団の読書指導だけでなく、 個 々 の生徒の個別の読書指導をどのようにす

るかも大きな課題である。

・ テ ー マを決めて ビブリオ ト ー ク を行うなど、 調べ学習や読書意欲につなげ

る活動に 広 げていくことも重要である。

• 生徒は友達が読んだ本にかなり興味を示している。 一方、 教師からの本の紹

介に興味を示す生徒がいることも忘れてはいけない。 もっと、 先生からの積

極的な本の紹介があってもいいのではないだろうか。

• 読むことで何を気づき、 新しい何を発見したかを表現できる生徒を育てて

いくことが大切ではないだろうか。

おわ り に

今回の ビブリオ ト ー ク の実践から、 多くの ことを気づか さ れ た。 年に 1 回

だけの実践であっても、 生徒にとってはとても貴重な時間 であり、今までにな

い新しい試みの時間 であったと思われる。

読書とは何か、 という命題は昔から多くの偉人が語ってきているが、 それは

簡単な言葉では言い尽くせないほどのいろいろな要素を含んでいると言ってよ

い。 ただ、 ヤ ン グアダル ト 世代にとっては人間形成に欠くことのできない活動

であることは誰もが認めている事実である。

学校教育では特に気を付けないといけないことであるが、 ややもすると読書
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の 意義が学習や 勉学の「た めになる」という 発想で生徒に読書を 薦 める と 抵抗

感を示すものが多いこともわかっている。 平たく言え ば読書の 意義や 目的は

「楽 しみ」という キ ー ワ ー ドがもっともふさわ しいと考えられる。その 楽 しみ

を どのように演出 していくかは、それぞれの学校に委ねられてくる。 情報機器

が発達 してきた今日、 SNSや ゲー ム等の影響で活字文化を 深 めていくこ とが難

しい 局面を 迎えている。そういう世の中であるからこそ、 しっかりと 読書で

「心の根」や 「創造 ・想像の翼」を 養っていくことがますます求 められている

ように考え られる。

読書を 重ねることで思考が練られ、 様々なものの見方や 考え方が 養われ、そ

れがや がてより豊かな人間性を 育むことになると思われる。 また、 他人の気持

ちや 思いを くみ取り、 相手の心情を も 理 解できる生徒への育成につながってい

くと確信 している。、 ヤ ン グア ダル ト 世代を 取り 巻く環境はよいもの ばかりで

ない。その中で、 自分 の 目でよいものや よくないものを 見抜ける 目を 持つこと

も大切になってきている。 オ スカ ー ・ ワ イ ル  ドは、「 読まなくてよい 時に読ん

だ本が、 や がて役に立つことがある。」と言っているが、 読書 した体験が脳細

胞にずっと残っていて、それが人生の岐路や 課題に出会ったときに、 解決の糸

口になっている ケ ー スもある。

子どもを 取り巻く読書環境というものを 、 子どもの周囲にいる大人たちが再

度考えるべき時代にきているのではないだろうか。

く参考資料＞

各中 学校の生徒の ビ ブ リ オ ト ー クについて、その発表の一部を 掲載 したい。

・『ど こ よ り も遠い場所にいる 君へ』阿部暁子 作、 集英社

私が紹介する本は、「 ど こ よ り も遠い場所にいる 君へ」です。 作 者は 阿部暁

子さんで、 ロ マ ン ス大賞という賞を 受賞されて います。 また 「 ア オハ ラ イ ド」

という作品が有名です。 ビ ブ リ オ ト ー クに この本を 選んだ理由は、 主人公と年

齢が近 く 、 第 21 刷 りも発行されて いて、 人気がある本だから紹介 したら読んで
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もらえるかなと思 ったからです。

このお話は、 秘密を 抱えた主人公（月 ヶ 瀬和希）は、 知 り  合いの いない環境 

を 求 めて、 離島の采岐島高校に進学 し ます。 そ して 島には「神隠 しの入 り 江」

と呼ばれる場所があ り、 和希は そ こで少女が倒れて いるのを 発見 し ます。 病院

で 意識を 取 り 戻 した少女の名前は七緒、 16歳。 そ して、 身元不明。 七緒は 千九

百七十四年と、 つぶや き ます。 住所も電話番号もすらすらと言います 。 しか し、 

どれも存在はするが、 今は使えな いもの ばか りです。 七緒はう そを ついて いる 

ようには見えません。 七緒は 何者なのか、 主人公の 秘密とは何なの か、 解決 し 

て い く お話です。

この本のお薦 めのと こ ろは、なにげない学校行事とかも、 すべて伏線と して 

つなが っていて、 最後にすべてが解決 してす っ き  りすると こ ろです。 とても 感

動しま した。

この本を 読むと、 最初は寮生活を 送っている 4 人の 男子グル ー プのお話から

始ま り ます。 そ して、 毎晩開かれる オ セ ロ 大会、 みんなで食べる朝ごはん。 洗

濯を 自分で しな いと い けな いのは嫌だ け ど、 修学旅行みた いで 楽 し そう。 私も

混 じ  りたいと思 っていま した。 平和な話かなと思 っていたら、 主人公の 一番の

悩みのもとを つ く  ったのは、 も しか して仲の良い友達だ った ？ よ く ある話で

あ り そうだが、 今までなか ったんだと思いま した。

この本の一番面白いと こ ろは、 時空を 超えられる ことはできても、超える世 

界を 選ぶことがで きな い し、 自分のいな い世界に しか行けな い こ とです。 だか 

ら、 過去の失敗を ただす ことや 、  自分が亡 く な  った後の世界は 見れても、 未来

の 自分を 見る こ とはで き ま せん。 同 じ時間の 世界に 2 人の 自分が存在 しては い 

けないと いう設定です。 この設定に主人公は振 り回されながら、 青春 して い く  

お話。 この設定を 考えた著者の 阿部 さんは、 どんな人なんだろうなと思いま し 

た。 ラ ス  トがとにか く 最高です。 「 ど こ よ  りも遠い場所に いる君へ」を ぜひ読 

んで く だ さ い。 (M.T)
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・『常識なのに ！ 大人も実は知らない小学校社会科のギモ ン』村瀬哲史 作、

宝島社

みな さんは、 テ レ ビ番組の ネ プ リ ー グを 知 って いますか ？ この番組は ク イ

ズバラ エ テ ィ ーで、 学校で習う国数英理社や 最近の ニ ュ ー スを 問題と していて、

その 問題を 東進ハ イ ス ク ールの林先生を は じ めと した講師陣がわか り や す く 解

説 して います。その 中で地理を 担 当 して いる方が、 私がおすす め している本の

「常識なのに ！ 大人も実は知らない小学校社会科の ギ モ ン」を 書かれた村瀬

哲史先生です。 この先生は関西弁を し ゃ べ り 、 ラ ガー シ ャ ツを 着た ぼ っ ち ゃ り

した人ですが、 みんな は知 って い ますか ？ 私は正直、 小学生の こ ろ は社会科

が 苦手で、「社会は覚えるだけ」で「そもそも面白 く な い」と思 っ て い ま した。

でも ネ プ リ ー グを 通 じて、 地理の 問題に対 して、 私たちにな じみのある関西弁

で テ ン ポよ く 話され、その問題の 答えに 関係する雑学をそ っと織 り 交ぜるので

す。 するとその答えの裏に隠された地理と いう名の財宝を 見つ けたような気持

にな り 、「なるほ ど ！ 」「そうだ ったのか。」と 社会科の魅力に引き込まれ、 社

会科が どん どん好きにな ったのです。 私の 社会科に対する苦手 意識を 変えて く

れたのは、 今思え ば、 この本の著 者である村瀬先生だ ったと思います。

こ こ で私のお薦 めする本からの ネ タを 一つ紹介 し ます。

【問題】

「冨士山の頂上は 山梨県と静岡県の ど っ ちのもの ？」という 問題があ り、 普

通は答えと して、 どちらでもあ り ま せん、 で終わ って し まうと こ ろですが、 村

瀬先生は次のように解説されま した。

新幹線の車窓から は、 条件が 整えば富士山を 見る ことがで き ます。 きれいに

見 える 日 は、 カ メ ラの シ ャ ッ タ ーを 切る音があ ち こ ちから 聞 こ えて き ます。そ

の 冨士山は静岡県と山梨県に またがる 山ですが、 頂上はだれのものと思います

か ？

正解は、 国が冨士山本宮浅間大社（ほん ぐうせん げんだ い し ゃ）という 境

（神社の 敷地）と して与え ま した。その後、 明治時代にな り 、 一時的に 国のも

の と さ れた 時期もあ り ま したが、 現在は 8 合 目よ り 高いと こ ろの大部分が 浅間
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大社の境内とな って います。

では 県境は どうな って いるので し ょう。 国土地理院発行の地図を 見ると、 7

合目付近までは県境が入っていますが、 8 合目以上は県境が入 ってお らず、は っ

き り決ま っていな いのがわか ります。

以上のように 書かれて い ます。その他にも この本では、「江戸時代の 人は ト

ロを 食べなか っ た っ て 本当なの ？」とか、「サバ缶の 生産量が急激に伸びた 理  

由は ？」とい ったお題があ り、 大人でも知っているようで知 らない ことや 、 思

わず「なるほ ど ！ 」とうなるようなお題が盛りだ く さんな本です。 実際、 私の

お父さんも この本を 読んで「そうや ったんか。」「 マ ジでか っ  ！ 」と言 ってお り、 

ま さ に この本の題名である「大人も知らな い小学社会科」の疑問が詰 め込まれ

た、 私た ち世代だけでな く 、 両親た ちな どの大人も楽し める一冊だと、 私は こ

の本を 強 く お薦 め し ます。

私が 苦手教科だった社会科を 楽 しいと思えるようにな ったのは、 村瀬先生と

いう方と テ レ ビを 通 じて 知 り合った ことが 一つの き っか けで した。 私は 社会科

以外でも苦手な教科がある け ど、 無理に好きにな ろうとせず、 学校の各教科の

先生を 尊敬 し、その授業を 楽 し む こ とで苦手教科を な く して い く こともできる

の だという ことを 、 私は この本を 読んで思えるようにな りま した。 (K.Y)

・『あの夏が飽和する。」 カンザキイ オ リ 作、 河出書房新社

私がお薦 めする本は 「あの夏が 飽和する。」です。

この本は 2 0 2 0年に リ リ ー ス され、 人気を 誇った 楽曲、「あの夏が飽和する」

の世界か ら 13年後の 物語である。 彼女を 救う ことができず、無気力の ま まで 大

人にな った主人公。 彼は 彼女の ことを 忘れ られず、 哀 しみ苦 し む。そんな中、

救う ことができなか った彼女の生き写 しのような人が主人公の前に突然現れる

のです。 主人公は彼女に強烈に惹かれて い く 。 一方、 彼女には 人知れぬ闇が隠

されて いたのです。 彼女は 同級生でバイ ト 仲間の男子と悲劇的な計画を 決 意。

それに気づいた主人公の 脳裏に、 13年前の 出来事がよみがえ って き ます。 変わ

る人生。 破減に 向かう二人。 主人公は 彼女を 救う ことができなか った哀 しみ、

(61)



苦悩、そ して後悔。それを 胸に今度こそ、 あの時言えなか った言葉を 伝えて、

二人を 救う ことはで きるのか。 戦慄の決行日は二学期の始業式。 命を 懸けた ひ  

と夏の 闘いが始まる、 と いうあらす じの物語です。

と こ ろでみな さん。「 カ  ンザキ イ オ  リ 」を 知 っ て い ますか。 この本の 作 者は

あの有名な 「命に嫌われて いる。」を 書いた人です。 少々 悲観的な 曲で心を ひ 

かれた人も多 く いると思います。 私も この曲で好きにな り ま  した。

この本は 先ほ ど言 ったように、 曲の 続きと して書かれて います。 私は 作 者の 

カ ンザキイ オ リ  さんの ことは前か ら 好きだ った こともあ って、 本の存在を知っ 

て、 す ぐに本屋へ探 しに行き、 買 い ま  した。 この本は3人称で書かれて います。

登場人物の 視点が変わるがわる変わ ってい く のですが、 自分 自身の 視点と、 他 

人から見た 自分の印象が違うので、 少 しわか りに く い こともあるかも しれ ま せ

ん。 でも この文章で読解力がつ く と思います。

この本も曲も少 し シ ョ  ッ キ  ン グです。 ですが、そ こには深い 意味が隠されて 

いた り し ます。 例えば、「生きて、 生きて、 死ね」と いう セ  リ フがあ り ます。 

これは、 これだ け見るとあ ま  り 良い イ  メ ー ジは持て ま せん。 でも、 この言葉の

前に注目すると、 主人公が救う ことができなか った彼女が 亡 く  なる直前に主人

公へか けた最後の言葉だとわか り ます。 彼女は生き方を 間違え、そ こか ら命を

絶ちま した。 人はだれ しも いつか死んで し ま い ます。 この言葉には、「生き方 

を 変えて、 正 し く  生きて、 生きて、 死ぬ」という 意味なのではと私は思います。

この本の魅力は人の 感情の表現です。 登場人物の、 友人、 家族、 愛、 狂気、

闇、 希望、 絶望な どの 内面の 感情が繊細に色濃 く 書かれて います。 この 作品を 

読んで、 すべての 感情は 愛お し く 、 失っては い けな い  感情だと思い ま した。 ま 

た、 人の弱さが上手 く 書かれて いる思います。 心が壊れる寸前の時、 誰かがそ

ばに いるのか、 独 り なのか、 周 りに いる人は どんな人た ちか、 状況によ って選

択の 幅がだいぶん違う。 人って完璧 じ ゃな いから歪みが 出て く る  ・ ・ ・。その

通 り だと思います。 人が 完璧なら、 嫉妬も、 うらみもないと思います。 人の 弱 

みを 考え さ せられます。

この本の文章は単調で、 分厚いですが、 テ ン ポよ く 読み進められ ます。 日 記
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のような 一つ一つのた く さんの まとま りがあ って、その一つが 4 ペ ー ジほ どで、

2 ~ 4 分ほ どで読 め ます。 1 日に10分ほ ど 8 ペ ー ジ以上読 め ば、 1 か月で 読 め

ます。 読書が 苦手な人も、 読んで い く ことはで きると思います。 人の 感情や 状

況の 説明もわか りや す く 繊細なので、 物語に入り 込みや す いです。 物語が進む

につれて変わ って い く 登場人物。 彼 ・彼女たち は何を 目的に このや り きれな い

現状を 打破するのか、そ して得て失って い く ものとは。 本当の 正 し い道とは何

なのか。 必死に救いを 求 め、進み ゆ く 姿を みな さんも味わ ってみて く だ さ い。

この本にはあ ま り よ い イ メ ー ジで はな い言葉や 内容が書かれて います。それ

でもその こ と ばの 意味は 自分が思 って いるものと違うかも しれ ま せん。 話の 前

後を 理解 して読んで い く と、 意味深な言葉が大切な言葉へと変わ ってい く と思

います。

このように この本を 読んで、 自分の都合の良いと こ ろだ け見て思い こ むので

はな く 、 他に 意味はな いのか、隠された裏はな いのかを 読み解いた り、 考えた

りする力もつ く 本です。 ぜひ読んでみて く だ さ い。 Cs.K)

・『ロ ッ クと マ ッ ク』 な  り ゆきわかこ 作、 KADOKAWA

私がお薦 めする本は、「 ロ ッ ク と マ ッ  ク」と いう本です。

2011年 3 月 11 日に東 日 本大震災が起き ま した。 この本は、 犬が この地震を 体

験 したお話です。 宮城県で迷子にな った 目の見えな い犬が、 た く さんの人によ っ

て助 けられた話と、 福島県の動物病院で、 飼い主が避難 して し ま い、 4 匹の 犬

が力を 合わせて、 ー匹の 犬の 子 どもを 産む ことがで きたと いう、 どち らも本当

の話です。 地震はとてもつら く 、 悲 し い 出来事で したが、 あ きら めず前を 向 い

て歩いて い く 大切 さ を 、 この物語に 出て く る犬たちは私たちに教えて く れ ます。

私は この本を 読んで、 大きな地震で人だ けでな く 、 犬も大きな被害を 受けた

ことや 、 地震だけでな く 津波や 放射能によ ってた く さんの人の命が奪われた こ

とを 知 り ま した。そ して、 家族と い っ し ょに暮せな い犬たちを 預か って 世話を

した り、 迷子にな って し ま った犬たちの飼い主を 探 した り して いる ド ッ グ ウ ッ

ドと いう動物保護団体があるという ことも知 り ま した。そ こで 世話を している
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犬、 猫は、 地震から約10か月で438匹という数に驚き ま した。 でも これだけで

な く 、 も っ とも っとた く さんの犬や 猫たちが、 悲 し い思いを して いるのです。

私も この犬たちのように、 大変な ことがあ ってもあ きら めな いように した い

と思 いま した。

あの地震で何が起きたのか。 自分だ ったら どうするのか。 みな さんも考えて

みて く だ さ い。 犬、動物が好きな人、 本当にあ った話を 読むのが好きな人にお

薦 めの本です。(R.S)

・『シー ラという子』 ト リ イ ・L、 ヘイデン 作、 早川書房

私がお薦 めする本は、 ト リ イ ・ヘイ デ ン さんの 「 シ ー ラという子」です。 こ

の本は ア メ リ カの特殊学級で、 当時先生を していた著者、 ト リ イと少女シ ー ラ

の成長について ノ ン フ ィ ク シ ョ ンと して書かれた本です。 シ ー ラは 幼い こ ろに、

母親に捨てられて、 父親からも虐待を 受けます。そ して特殊学級に入学 して き

ます。そ こで 出会ったのが学級担任の ト リ イです。 彼女は、その ク ラ スの 中で

も問題児で、 なかなかク ラ スにもな じ め ま せんで した。 でも ト リ イはあきら め

ず、 シ ー ラを 立派な大人に しようと頑張 り ます。そ こで明らかにな ってい く 、

シ ー ラの秘密を 解き明か して い く お話です。

私が この本を 読んで思った ことは、「見て いた世界が 狭か っ たんだな」と い

う ことです。 これま で フ ァ ン タ ジ ーや SF小説 しか読まなか った私からすると、

世界の様々な問題に気づ く ことがで き ま せんで した。 この本の 中では、 虐待が

大き く 取 り 上げ られています。 虐待の ことは、 ニ ュ ー スでなんとな く 知 ってい

た けれ ど、 こんなに詳し く 知 ったのは初 めてで した。そ して私は、 今生きて い

る ことが幸せなんだなと 感 じ ま した。 虐待で死んで し ま う 子 どもたちがいると

わか って、 とても怖か った し、 悔 しか ったです。

私たちよ り 小さな子どもたちが、とてもつらか った ことが伝わ って き ま した。

だから私が この本を 通 じてみな さんに伝えた い こ とは、 今、 私たちは ふつうに

生活で きているという ことです。 シ ー ラのように、 母親に捨てられて愛情を 十

分にもらえずに、 孤独の 中で生きな けれ ばならない人も世界にはた く さんいま

(64)



す。 だから、 今ふつうに ご飯を 食べて、 学校に行ける ことのすばら し さを 感 じ

てほ し いです。

私が この本を 読んだのが小学 5 年生の 時です。その時は驚きでただ読むだ け

で した。 でも、 この本を 読んでから ド キ ュ メ ンタ リ ーや 歴史な どにも興味を 持

つようにな り、 シ ー ラ みた いな人たちを 減ら したいと思いま した。

だから、 私は将来、 社会福祉士にな って困っている子どもたちの助けにな り

た いです。(S.K)

• 『D坂の殺人事件』江戸川乱歩 作、 角川書店

私が紹介する本は、 江戸川乱歩の 「D坂の殺人事件」です。

この物語の舞台は、 東京のD坂の大通 り です。 主人公の「私」は、 9 月初旬

のある蒸 し暑い晩に、 白梅軒という喫茶店で、 コ ー ヒ ーを すす って い ま  した。

すると、「明智小五郎」という探偵小説好きの妙な男がや っ て き ま  した。 二人 

は、 むだ話を しながら、 ふと向かいの古本屋を 見 ま  した。 すると、 いつも夜は 

店番を して いる はずの、 古本屋の女房がいな い  ことに気づ き ま  した。 おか し く  

思 った「私」 は、「明智小五郎」と一緒に、 古本屋の 様子を 見に行き ま  した。

奥の 間に上がると、 二人は「あ っ」と大きな声を あ げま した。 なんと、そ こに 

は首を 絞 められた女房の死体が横たわ って い ま  した。それから、 す ぐに警察が

来て、 取 り  調べな どが行われ ま  した。 だが、 関係 者の 意見はち ぐ は ぐで、 犯人 

は どんな 人物なのか、 ま った く わか り ま せんで した。

そ して 10 日ほ どた ったある 日の こと。「私」は「明智小五郎」の宿を 訪ねて 

いま した。その 日、 二人は10 日の 間に考えたお互いの 意見を 聞きあ っていま し 

た。 私は明智小五郎が犯人だと推理を するのですが、それを 聞いた「明智小五

郎」本人は、 ゲ ラ ゲラと笑い出 します。 果た して、 本当の犯人は誰で し ょうか。

みな さんは、 この本を 書いた「江戸川乱歩」と いう人物を 知って いますか。

名探偵 コ ナ  ンの 主人公、「江戸川 コ ナ  ン」の名前の 由来にもな った、 とても有

名な小説家です。 江戸川乱歩は、 明治27年に生まれ、 大正から昭和にかけて、 

大活 躍 し ま  した。 代表作に は、「D坂の殺人事件」 以外にも、「孤島の鬼」や
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「少年探偵団」な どがあ り ます。 江戸川乱歩の作品の 中には、 王道的な本格推 

理小説から、 ふつうでは考えられないような 変わ った小説もあ ったそうです。

江戸川乱歩を モデルに した キ ャ ラ ク タ  ーが書かれて いた り、 広い世代から愛さ 

れた り している ことがわか り ます。 私は、 実際に江戸川乱歩の 作品を 読んでみ 

て 感 じた ことがあ り ます。

一つ 目は、 自分 自身が 推理を しながら読み進んで い く  ことがで きる点です。

取 り 調べヘの シ ー ンがとても細か く 書かれて いるので、 ただ読むだ けではな く 、

自分で 犯人を 見つけなが ら 読 め  ます。 まるで物語の世界に入った様な ス  リ ルを

味わえるかも しれ ま せん。

二つ目は 物語で語られる、その 推理の レベルが高いという点です。 この 「D 

坂の殺人事件」の 中では、「私」と「明智小五郎」の 二人の推理の違いを比べ 

た り 共通点を 探 した り  して、 推理を 楽 し む ことがで き ます。 簡単なもの もあれ

ば、 難 し いものもあるので、 飽きな いス ト ー リ ーにな っています。

三つ 目は、 一人一人の キ ャ ラ ク タ ーの個性が濃いという点です。 例えば、

「明智小五郎」は探偵小説好きで、 とても頭が賢いのに、 部屋が汚か った り、

歩き方がおか しかった り し ます。 このように、 とても魅力的な人物が多 く 、 読

んで いても面白いのです。

四つ 目は「は じ め、 中、 おわ り」がは っ き り して いて、 読みや す いと いう点

です。 小説な どは、 本が 苦手な人から したら、 少 し読みに く いかも しれ ません。

しか し、 これは「事実」と「推理」の二部構成にな って いるので、 読み返しや

す く 、 わか りや す く な って います。 あ ま り 、 本を 読むのが得意ではない私でも、

この本を 好きになる ことがで き ま した。

探偵小説の 作家の 中でも、 世界的に知られて いる「江戸川乱歩」の 「D坂の

殺人事件」。 みな さんも、 一度手に 取 って みたら どうで し ょうか。 本が 好きな

人も、 本が 苦手な人も、 本に チ ャ レ ン ジする ことで、 今までよ りもず っと世界

が広がると思います。

この 「D坂の殺人事件」の 本は、 他にも 「何 者」や 「二銭銅貨」な どの短い

話がた く さん入って います。 だから、 読みたいと 感 じたお話から読んで みては
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どうで し ょうか。 ちなみに、 私のお薦 めは 「二銭銅貨」です。 この物語は、 あ

る電気工場に大泥棒が入 り 、その事件を 解決 して い く と いうものです。 探偵小

説でも、 面白 さがあ って、 とても楽 し く 読 め ま した。 また、 昔の 日 本が舞台と

な って いるので、 歴史の 勉強にもな り ます。「江戸川乱歩」の作品は、 他にも

た く さんあるので、 ぜひ読んでみて く だ さ い。

・『あの花が咲 く 丘で、 君とまた出会えたら。』汐見夏衛 作、 スターツ出版

文庫

この本を 読んだあらす じから紹介 したい。 親や 学校、 すべてに反抗 しながら

毎日を 送る百合。 母親との けんかで家を 飛び出 し、 目を 覚ますとそ こは70年前。

戦時中の 日本で した。 困惑の 中、 猛暑にや られうず く ま って いると、 偶然通 り 

かか った彰に助けられたのです。そんな彼と 日 々 を  過 ご して いる中、 百合は ま  っ 

す ぐ で優しい彰に惹かれて い く のです。 だが、 彰は特攻隊員で、 敵地に飛び立 

つ運命だ ったのです。

この物語は、 どれだ け戦争が残酷なものなのか、 本当の平和とは何か考え さ 

せて く れ ます。 私のおすす めは、 戦時中の 日本に タ イ ム ス リ  ッ プ した「加納百

合」と、そんな百合を どんな 時も助け守 った特攻隊員の「佐久間彰」の別れと、

その後の百合の 話です。 百合は彰の ま っす ぐで 優 し いと こ ろに惹かれ、 彰は特

攻隊員で死を 覚悟 して いるから、 想いは報われな いとわか っていても恋を して

し ま います。 ですが、 とうとう彰にも特攻の 出撃命令が下され ます。 百合は、

いつか彰と一緒に話 したあの丘で、 真 っ 白な百合の花が 咲 く 丘で何度も「行か

な いで」と繰 り 返 し ます。 ですが、 百合は 彰の 気持ちを 変える ことがで き ま せ

んで した。そ してある 日、 百合は 学校の社会科見 学で「特攻資料館」を 訪れ ま

す。そ して、 館内で数々 の特攻で亡 く な った方たちの遺書を 見 ます。 何人かの

遺書を 読み、 次へ視線を 向 けると、 百合は 目の前が真 っ 白にな り ま した。そ こ

にあるのは 彰の 字で 書かれた手紙。 一「百合へ」。その 手紙には ・ ・ ・。

最後に、 この本の 中から ク イ ズ（ビブ リ オ ク イ ズ）を 出 し ます。

ある 日の昼前、 彰と百合は 一緒に 出か け、「甘味処」と 書かれたの ぼ りが 掲
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げられた店に入 った。そ こで二人が 食べたものは、 次の どれで し ょう。

①かき氷、 ②ソ フ ト ク リ ー ム、 ③ ようかん、

この本を 読んでみて確か めてくださいね。

以上が ビプ リ オ ト ー クの研修会で 発表した生徒の原稿の一部です。

(68) 




